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○「クラウドソーシング」という
場所と時間にしばられない人材活用とは

○日本におけるフリーランスや
クラウドソーシング活用推進への課題

○クラウドソーシング協会の取り組み概要

AGENDA
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クラウドソーシング
とは？
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クラウドソーシングの基本的な仕組み
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クラウドソーシングで受発注される主な仕事

アプリ開発やホームページ制作、印刷物デザインなど業務委託として
様々な仕事を発注することができます。
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動画・音声 デザイン共創・アイディア系

出典： Crowdsourcing JAPAN (crowdsourcing.jpn.com)

主なクラウドソーシング事業者
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クラウドソーシングの利用の流れ（総合型の場合）

仕事の依頼から契約、納品、支払、評価まですべてWeb上で行うことが
できます。
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報酬支払いの仕組み
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依頼形式のパターン

プロジェクト

アプリ開発
ホームページ制作
ライティング

 相見積もり制
 気に入ったワー

カーと契約

コンペ

ロゴ・チラシ
ネーミング

キャッチコピー

 コンテスト制
 複数案から気に

入った案を選定

タスク

ライティング
データ収集
データ分類

 タスク承認制
 細かい仕事を多

数の人に依頼
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依頼形式パターン１
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依頼形式パターン１：プロジェクト形式
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依頼形式パターン２
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依頼形式パターン２：コンペ形式
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依頼形式パターン３
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依頼形式パターン３：タスク形式
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日本において
自営型人材が活躍する
ための課題とは
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「雇用関係によらない働き手」の活用状況

「雇用関係によらない働き手」を活用している企業は約２割。
「雇用関係によらない働き手」活用のメリットは、「専門知識・スキルの活用」「自社で得ら

れない人材」を挙げた企業が５割以上。
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（出典）企業における働き方改革の実態調査（平成28年度経産省委託事業）

n=2668
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「雇用関係によらない働き手」活用のボトルネック

企業にとって、 「雇用関係によらない働き手」活用のボトルネックは「費用対効果が不明」「技
術・ノウハウ・機密情報等の流出懸念」「個人の社会的信用力の不安」「適切な人材
／相談相手がいない」など。
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（出典）働き方改革に関する企業の実態調査（平成28年度経産省委託事業）

n=206
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「雇用関係によらない働き手」活用の有無による認識の違い

“活用していない企業”と“活用している企業”を比較すると、メリットとして「専門的知識・スキルの活用」
「自社で得られない人材の確保」「自社社員の育成」が大幅に増加。また、デメリットとして「活用
で き る サ ー ビ ス が 少 な い 」 「 品 質 が 期 待 よ り 低 い 」 は 大 幅 に 改 善 。

（出典）働き方改革に関する企業の実態調査（平成28年度経産省委託事業）

＜活用のデメリット＞（いくつでも）＜活用のメリット＞（いくつでも）
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活用していない企業
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（参考）クラウドソーシングの体験プログラムによる変化

（出典）クラウドソーシング協会「2014年度クラウドソーシング導入推進事業活動から」

中小企業庁の平成26年度「クラウドソーシング導入推進事業」において、実際にクラウド
ソーシングを活用して業務を発注する経験をした中小企業のうち、７５％が今後クラウ
ドソーシングの利用を検討すると答え、「簡単に使えることが分かった」「不安が解消さ
れた」などの意識の変化が見られる。

また、経営課題とクラウドソーシングによって解決できる課題は、高い相関を見せる。

中小企業の経営課題とクラウドソーシングによって
解決する課題

相関が高い

20



企業がクラウドソーシングを活用する上での課題

・「クラウドソーシング」認知不足による理解のハードル

・ITスキル・リテラシーが不足している

・発注スキルが不足している（仕様設定や進捗管理等）

・自社ビジネスで活用するイメージが想像できていない

・既存商流・取引先との棲み分けや品質面での不安

クラウドソーシング活用推進事業からみえた課題
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クラウドソーシング協会
のご紹介
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クラウドソーシング協会 概要

名称 ： 一般社団法人クラウドソーシング協会

目的 ： クラウドソーシング業界の活性化と健全な発展に貢献する

設立 ： 2014年5月

所在地： 東京都渋谷区恵比寿4-20-3

理事 ： 吉田 浩一郎 （株式会社クラウドワークス）
森本 宏一 （株式会社パソナテック）
城戸 康行 （株式会社ライフネス）
秋好 陽介 （ランサーズ株式会社）
菊池 誠晃 （株式会社リアルワールド）
柴田憲佑 （Crevo株式会社）
荒木成則 （ワークシフト・ソリューションズ株式会社）

事務局長： 湯田健一郎 （株式会社パソナテック）

会員 ： クラウドソーシングに関連する事業を運営する企業・団体
およびそれを賛助する企業・団体

URL ： https://crowdsourcing.jp/ 23



クラウドソーシング協会 活動内容①

活動概要： 検討会、セミナー、交流会の開催などを通じた活動

1．市場活性化に向けた取り組み

（発注者向け）
・大企業に向けた個人の力を積極活用する啓蒙活動
・業種別（製造、小売、教育、ITなど）の活用事例の公開
・NPO団体や個人の活動におけるクラウドソーシング活用法の提案

（受注者向け）
・女性やシニア層など潜在的労働力層に対する

クラウドソーシングを活用した新しい働き方の提案、
活用事例作りとその情報共有

・クラウドソーシングを活用して活躍する
フリーランスの成功事例の紹介
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クラウドソーシング協会 活動内容②

2．健全化に向けた取り組み
・「仕事」「教育」「互助」などの

在宅ワーカーやフリーランスを取り巻く環境の整備
・適正なルール・価格で取引が行われるための環境の整備

3．市場調査
・国内におけるクラウドソーシング市場の動向調査・公開

4．海外のクラウドソーシング運営企業や団体との情報交換

5．協会賛同企業の募集

６. 月1回クラウドソーシングニュースの配信（メルマガ）
・会員企業のプレスリリースや活動の紹介
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クラウドソーシング活用ガイドライン

より健全にクラウドソーシングを活用いただけるよう、業務委託契約締結する
マッチングプラットフォームとして利用いただく際の留意点をまとめたガイド
ラインを2016年3月に策定し、公開しています。
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クラウドソーシング優良事業者認定制度

「クラウドソーシング活用ガイドライン」に基づき、クラウドソーシング
のユーザーが健全に利用できるよう、必要なしくみ等の整備を行い、協会
がその対応を確認した事業者を「クラウドソーシング優良事業者」として
2017年10月より認定しています。

クラウドソーシング優良事業者認定マーク
No 確認項目

1 利用規約等においてクラウドソーシングサービス事業者としてのサービス提供範囲を明記している

2
クラウドソーシングサービス利用に際する条件等について、利用者より明示的に同意をとる仕組みを備えて
いる

3 ユーザーに対し、円滑に利用できるよう、マニュアルもしくはFAQなどを備えている

4 個人情報保護方針を公開している

5 ユーザー情報が適切に管理運用できるよう仕組みを整備している

6 契約情報が適切に管理運用できるよう仕組みを整備している

7
利用規約やガイドラインに反した依頼内容や著しく不十分な依頼内容の発信により適切なマッチングの妨
げにならないための仕組み、または体制を整備している

8 不当に低い対価設定とならないような仕組み、またはそれに対応する体制を整備している

9 業務履行する受注者保護のための仮払い等、債権保全をおこなうための仕組みを整備している

10
クラウドソーシングサイトにおける仮払金、受注者への振込み前の報酬などキャッシュフローの適切な把握と
債権保全の体制を構築している

11 業務委託契約を媒介するサービスとして運営規定している

12 業務委託の法令に沿った依頼内容となるための体制を構築している

13 雇用労働に準ずる依頼内容について対象としていない旨の表明をしている

14 雇用労働に準ずる依頼内容が掲載されないための体制を構築している

15 クラウドソーシングサービス事業者としての情報の取り扱いについての留意点を明示している

16 受発注者間において情報の取り扱いについての留意点を明示している

17 守秘義務事項について明示している

18 受発注者間での円滑なコミュニケーションができるような仕組みを構築している

19 コミュニケーションサポートの体制を構築している

20 サービス事業者のサポート範囲を明示している

21 サービス事業者のサポート連絡先を明示している

22 著作権所有権に対する留意点を明示している

23 瑕疵対応についての留意点を明示している

24 クラウドソーシング協会の正会員である
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CSP
サポート

中小企業の課題を抽出。
クラウドソーシングで発注出
来るように課題を分解整理。

クラウドソーシングを活用して企業の経営をサポート

クラウドソーシングの発注ディレ
クションを行い、発注代行、ワー
カーとの業務遂行のやり取り等を
実施。
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クラウドソーシング・プロデューサー制度

クラウドソーシングを発注者として利用する際に必要となる“発注スキル”や
“ITスキル”の支援を行うべく、全国120超の企業・団体を「クラウドソーシン
グ・プロデューサー（CSP）」として2015年より育成・認証。
地域の中小企業支援団体等と連携し、セミナーや相談窓口を展開しています。
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Thank you for your consideration.
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